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１．まえがき

コンピュータ言語は種々のものが使用されているが、中でも近年注ＨされているがＣ言語

であろう。特に1989年ＡＮＳＩ規格として制定されて以来、急速に言語仕様の標準化が加速さ

れた。マイクロ、ミニ、ＥＷＳクラスのコンピュータにおいては主要言語として使用されて

おり、メイン・フレームやスーパーコンピュータにも移植されつつある。更に最近大きく取

り上げられているオブジェクト指向のプログラミングの潮流に対してもＣ＋＋やObjective

Cなどが開発され、一層Ｃ言語への関心が高まりつつある。

このようなコンピュータ言語の変化に対応すべ〈、本学においてもコンピュータ教育にＣ

言語を取り入れる試みがなされている。本学の教育用コンピュータとしてはＮＥＣ製PC9801

シリーズと日立製2020とがある。PC9801シリーズには優れたコンパイラが容易に入手でき

るので環境的には整っている。しかしながら､2020にはサードパーテイからの専用ソフトウェ

アの供給も少なく、現在は大型コンピュータの端末としてのみ使用されている。2020もハー

ドウェア的には決して劣っているわけではないので、環境を整備すれば充分利用できるはず

である。

このような観点から2020の使用環境を調査したところ、ＣコンパイラとしてはPC9801用

に導入したものが使用できることが判明した。またプログラム作成には必須のエディタにつ

いても2020用のものが利用できるようになった。厳後に残されたのはグラフィック環境の実

現である。グラフィック環境は極度にハードウェアに依存するので、他機種のものを流用す

ることは不可能である｡2020には本来優れたグラフィック・システムが搭載されているので、

これをＣ言語から利用できれば、2020の利用価佗が大きくなる。

本研究においては、2020用のグラフィック機能をＣ言語関数として利用できるシステムの

構築を目的とする。

２．HlTACHl2020のグラフィック環境

2020のＣＰＵは80286であり、メモリは１ＭＢ実装されている。マルチタスクオペレーティ

ングシステムのもとでＴＳＳオンライン制御､MS-DOS、プリンタスプーラのマルチジョブを

行っている。MS-DOSのバージョンは3.10であり、使用可能メモリは512KＢである。
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2020に使用されているグラフィックコントローラはACRTCHD63484である。画面構成は、

画面分解能が1120＊720ドット、RGB3フレームからなり、色分解能はＲＧＢ各１ビットの８

色である。ビデオＲＡＭは図形画面がある。スクリーンにはこの４つのフレームが合成され

て表示される。文字画面が図形画面に優先する。

アプリケーションからはハードウェアを直接操作することは許されず、ソフトウェア割り

込みにるシステムコールでアクセスする。これは2020がホストコンピュータの端末としての

動作とMS-DOSマシンとしての動作のマルチジョブを行っているため両者からの要求を調

停する必要があるためである。

3．グラフィック用システムコール機能

グラフィック表示制御はソフトウェア割り込み51Ｈにより起動される。

３．１コーリング・シーケンス

コーリング・シーケンスは次のとうりである。

ＡＨ＝ファンクションコール番号

、Ｓ：ＢＸ＝機能テーブルアドレス

ＩＮＴ５１Ｈ

全てのレジスタは保存される。

３．２ファンクションコール機能

使用するファンクションコールは次のものである。

ＡＸ＝09ＨＤＳ：ＢＸ＝機能テーブルアドレスフレームの確保/解放

ＡＸ＝09ＨＤＳ：ＢＸ＝機能テーブルアドレス直接ドライバ起動ルーチン

３．２．１フレームの確保

グラフイク機能の使用に先だってフレームバッファ用に領域を確保しておかねばならな

い。機能テーブルの内容を表３Ｊに示す。入力パラメータはオフセット０から８までであり、

その他はドライバが設定する。画面種類としてはここではドットプレーンを確保するため４

を指定する。その他の入力パラメータは０とする。ドライバから帰されるスクリーン番号は

グラフィックルーチンとのインターフェイスに使用される。リターンイULIは０が正常終了であ

りそれ以外は領域は確保されていない。

３．２．２フレームの解放

グラフィック機能の終了に際しては確保したフレーム用領域を解放しなければならない。

機能テーブルの内容を表3.2に示す。入力パラメータはオフセット０から１０までであり、そ

の他はドライバが使用する。画面種類としてはここではドットプレーンを解放するため４を

指定する。スクリーン番号はフレームの確保に際してドライバから帰された番号を指定する。

その他の入力パラメータは０とする。リターン値は０が正常終了でありそれ以外は領域は解

放されていない。

３．２．３直接ドライバ起動

あらかじめ作成したDeviceControlBlock(DCB)を入力情報として直接に入出力制御ルー

チンを起動する。機能テーブルの内容を表3.3に示す。入力パラメータはオフセット０から
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表３．１FormatofFunctionTabletogetconsolecontro|(GCON）表３．２FormatofFunctionTabletoreleaceconsolecontrol(RCON）

オフセプ オフセリ

Ｏ６Ｈ00 ３３Ｈ 00 ３３Ｈ

０２ コード体系 ０２ 画面種類

０４

０６

スクリン番号０８

スクリーン番号

表３．３FormatofFunctionTabletocallthedriverdirectly(CALLMAC）
２０

２２
オフセ１，

00

２６
０２

２８

３０

３２
０８

３４
１０

10までであり、その他はドライバが使用する。リターン値は０が正常終了でありそれ以外は

異常終了である。グラフィックドライバの起動以前にフレーム確保を実行しておかねばなら

ない。

３．３ＤＣＢファンクション

本グラフィックドライバが認識するＤＣＢファンクションは次の８種類である。

１．ＧＳＣｗｒｉｔｅ ＧＳＣ(GraphicSubCommand)列を処理する。（描画系）

２．Ｐａｉｎｔｌ 閉領域の塗りつぶし。

３．ＲｅａｄＧｒａｐｈｉｃＰｌａｎｅ フレームバッファのドットデータの読み込み

４．ＷｒｉｔｅＧｒａｐｈｉｃＰｌａｎｅ フレームバッファのドットデータの書き込み

５．GraphicDisplayControlグラフィック画面の表示／非表示

６．Ｐａｉｎｔ２ 閉領域の塗りつぶし。

７．SetPallet カラーパレットの色指定

８．ResetPallet カラーパレットの色指定をデフォルトに戻す。

ＤＣＢのフォーマットを表川に示す。

各ＤＣＢファンクションの呼び出しに必要なＤＣＢの項目はそれぞれ異なっている。Ｃ言語

によるＤＣＢの定義及び各ＤＣＢファンクションの呼び出しを図3.5,3.6に示す。

－１３１－

オフセット 意味

００ ３３Ｈ Ｏ７Ｈ

0２ 画面種類

１０ スクリーン番号

３４ リターン値

オフセット 意味

００ ３３Ｈ Ｏ６Ｈ

０２ 画面種類 コード体系

0４ カーソル表示形態

0６ ポ･ソプアップメニュサイズ

０８ 表示先左上アドレス

１０ スクIノーン番号 画面種類

１２ 画面バッファオフセット

１４ 画面バッファセグメント

１６ ＡＴＲバッファオフセット

１８ ＡＴＲバッファセグメント

２０ 面面テーブルオフセット

２２ 画面テーブルセグメント

２４ －－－－－－－－－
２６ －－－－－－－－－
２８ －－－－－－－－－
３０ －－－－－－－－－
３２ エラーステータス

３４ リターン値

オフセット 意味

00 ２５Ｈ ＯＯＨ

0２ ＤＣＢオフセット

0４ ＤＣＢセグメント

0６ バッファセグメント

０８ ＯＯＯＯＨ

１０ ＯＯＯＯＨ

１２ リターン値



表３．４FormatofDeviceControlBlock（ＤＣＢ）

－１３２－

オフセット 名称 内容

0 起動先ドライバ番号

１ 起動元ドライバ番号

２ 終了コード

３ 終了ステ タス

４ 未使用

５ ファンクション

６ ■■■■■ ７ 未使用

８ ９ 装置情報 8＝スグリ l■■■■■ ン番号

１０ ステ ションアドレス 競合時

１１ ジョブ番号 競合時

１２ ステ ションアドレス 起動元

１３ ジョブ番号 起動元

１４ １５ 未使用

１６ １９ バッファアドレス オフセット、セグメント

２０ ￣ ２１ バッファ長さ

２２ ２３ バッファ実行長さ

２４ l■■■■■ ２７ サブバッファアドレス オフセット、セグメント

２８ ２９ サブバッファ長さ

３０ ￣ ３１ サブバッファ実行長さ

３２ １，コ ド

３３ ＭｕｌｔｉＵｓｅ

３４ 力 フー

３５ ３８ 物理座標 Ｘ、Ｙ

３９ ４０ ＧＳＣカウンタ

４１ ４４ 物理サイズ Ｘ 、 Ｙ

４５ ４８ Ｒｅｓｔ

４９ ■■■■■ ６３ 未使用



表３．５DefinitionofStructureinCSyntaxtorepresentDCB

/************************／

/＊ｄｅｖｉｃｅｃｏｎｔｒｏｌｂｌｏｃｋ＊／

/************************／

structgdrv-dcb2（／************************************／

ｔａｓｋｎｕｍ・Ｃｈａｒ－，

charownertasknum；

ｃｈａｒｃｏｍｐ－ｃｏｄａ

ｃｈａｒｅｒｒｓｔａｔ；

charpadn

char func；

shortpadl；

ｓｈｏｒｔｓｃｒｎｕｍ－，

ｃｈａｒｓｔａｔｉｏｎＤ；

char jobnumD；

ｃｈａｒｏｗｎｅｒｓｔａｔｉｏｎ；

charowner-jobnum；

shortpad2

charfar＊buffer；

ｓｈｏｒｔｂｕｆｌｅｎ・
＿Ｏ

ｓｈｏｒｔｅｘｅｃＩｅｎ・
＿Ｏ

ｃｈａｒｆａｒ＊subbuffer；

shortsubbuflen・
＿D

shortsubexec-Ien；

char idcoda

charmulti-usa

charｃｏｌｏｒ；

shortxcood

shortycood；

shortgsc-cnt；

ｓｈｏｒｔｘｓｉｚｅ；

ｓｈｏｒｔｙｓｉｚｅ；

ｓｈｏｒｔｒｅｓｔｌ；

charrest2；
O

charrest3；

charnousen5]；

}；

／＊ＯＤＣＧＤＲＶｔａｓｋｎｏ（０７h）

／＊ｌＤ１ｆｉｘｅｄ８Ｄｈ

/＊O2completioncode（80h/cDh）

／＊Ｏ３ｅｒｒｏｒｓｔａｔｕｓ

／＊０４

／＊０５

／＊０６

／＊O8screennumber

／＊１Dstationaddress

/＊１１ｊｏｂnumber

／＊１２ｏｗｎｅｒｓｔａｔｉｏｎａｄｒｓ

/＊１３ownerjobnumber（０１）

/＊１４

/＊16-19bufferoffset

/＊２０ｂｕｆｆｅｒｌｅｎｇｔｈ

/＊２２executedlength

/＊24-27ｓｕｂｂｕｆｏｆｆｓｅｔ

/＊２８ｓｕｂｂｕｆＩｅｎｇｔｈ

/＊３０ｓｕｂｂｕｆＩｅｎｅｘｅｃｅｄ

/＊３２ｉｄｃｏｄｅ

/＊３３

/＊３４

/＊３５xcoordinate

/＊３７ycoordinate

/＊３９ｇｓｃｃｏｕｎｔｅｒ

/＊４１ｐｈｙｓｉｃａｌｘｓｉｚｅ

/＊４３ｐｈｙｓｉｃａｌｙｓｉｚｅ

/＊４５

/＊４７

/＊４８

/＊49-63

ノ
〃
ノ
ゾ
ノ
ノ
ノ
ゾ
ノ
ｒ
Ｊ
Ｊ
ノ
〃
ノ
ゾ
ノ
ヅ
ノ
ゾ
ノ
ゾ
ノ
〃
ノ
ｒ
ｊ
Ｊ
〃
〃
ノ
ｒ
ノ
ゾ
ノ
〃
ノ
〃
ノ
〃
〃
〃
〃
〃
ノ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｊ
Ｊ
Ｊ
〃
〃
ノ
〃

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

/***中中**************中中…****中中一***中中／
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表３．６FunctionDefinitiontocallDCBfunctionofGSC-write

/＊[ＮＡＭＥ］

＊ ＧＳＣｗｒｉｔｅｗｒｉｔｅｇｒａｐｈｉｃｓｕｂｃｏｍｍａｎｄ

＊[SYNTAX］

＊ intfarGSCwrltel(cmdbuf，cmdlen）

Ｃｈａｒ＊＊cmdbuf

＊ ｉｎｔｃｍｄｌｅｎｂｙｔｅｌｅｎｇｔｈ

中

本 ｒｅｔｕｒｎＯｌｆｏｋ

＊[DESCRIPTIONS］

＊[ＥＮＤ］

＊／

intfarGSCwritel(charfar＊cmdbufintcmdlen）

ｌｎｔｒｔｎｃ；

GDCB２＊ｇｐｔｒ；

gptr=&gdcb2

clr-gdcb（ｇｐｔｒ〉；

/＊commonｄａｔａ＊／

ｇｐｔｒ－＞tasknum＝ＯｘｌＺｌ７； ／＊CGDRVtasknumber（fixed）

ｇｐｔｒ－>ownertasknum＝Dx80i ／＊flxed

gptr->ownerjobnum＝OxID1； ／＊ｆｌｘｅｄ

ｇｐｔｒ－>sｃｒｎｕｍ＝screenNum；

/＊ｇｓｃｗｒｉｔｅ＊／

ｇｐｔｒ－＞func＝Ｏｘ９０； ／＊ｆｕｎｃｃｏｄｅｆｏｒＧＳＣｖＹｒｉｔｅ

ｇｐｔｒ－>buffer＝cmdbuf； ／＊cmdbufferaddress

gptr->bｕｆｌｅｎ＝ｃｍｄｌｅｎ； ／＊ｃｍｄｂｕｆｆｅｒｌｅｎｇｔｈ

ｇｐｔｒ－>ｍｕｌｔｉｕｓｅ＝ＩＤ； ／＊ｆｉｘｅｄ

ｇｐｔｒ－>gｓＣｃｎｔ＝ｃｍｄｌｅｎ；／＊

ｇｐｔｒ－>subbuflen･＝ＩＤ； ／＊ｆｉｘｅｄ

ｉｆ（（rtnc=gdrvr3(gptr)）｜＝０）（

return(rtnc川

｝

ｉｆ（（gptr->compcode＆IDxclll）＝＝ｌｌｌｘｃｌＺ１）（

return(-1）；

｝

return(9)；

ノ
ゾ
ノ
ゾ
ノ
ゾ

＊
＊
＊

ノ
ゾ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

＊
＊
＊
＊
＊
＊
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４．グラフィックＣ関数

ＤＣＢファンクションにより実現されたグラフィックＣ関数の機能を以下に示す。

４．１初期化、終了処理

４．L1intgopen(void）

グラフィック機能の使用に先だって一度だけ実行されなけばならない。フレームバッファ

の確保、グラフィックパラメータの初期化、グラフィック画面のクリアを行う。戻り値が０

以外の場合には､以後の動作は保証されないのでプログラムの実行を終了させねばならない。

４．１．２intgclose(void）

グラフィック機能の使用終了に伴う後処理を行う。プログラムの最後に－度だけ呼び出す。

戻り値が０以外の場合には異常終了である。

４．２描画関数

描画関数は、ワールド座標系ではｗで始まり、ビュウー座標系ではｖで始まる。関数の

戻り値は正常終了の場合には０である。

４．２．１intwDrawPoly（intndouble識x,double゛y,intcolor）

ワールド座標系でｎ点の（x,ｙ）座標を結ぶ線分を色コードcolorで描く。

参照：setPEsetLineType

４．２．２intwDot（doublex,doubley,intcolor）

ワールド座標系での点(x,ｙ)に色コードcolorの点を描く。

参照：setPF

４．２．３intwLine（doublexO,doubleyO,doublexl,doubleyLintcolor）

intvLine（ｉｎｘＯ,intyOintxl,intyl,intcolor）

２点(xO,ｙＯ），（ｘＬｙｌ)を結ぶ線分を色コードcolorで描く。

参照：setPRsetLineType

４．２．４intwRect（doublexO,doubleyO,doublexl,doubleyLintcolor）

intvRect（intxqintyO,intxl,intyl,intcolor）

２点(ｘＯｙＯ)，（xl,ｙｌ)を対角線とする長方形を色コードcolorで描く。

参照：setPEsetLineType

４．２．５intwCircle（doublex,doubley,doubler,intcolor）

intwCircle（intx,inty,intr,intcolor）

（x,ｙ)を中心として、半径ｒの円を描く。

参照：setPEsetLineType

４．２．６ｉｎｔｗＡｒｃ（doublex,doubley,doubler,doublesangle,intcolor,intfcntl）

（x,ｙ)を中心、半径ｒの円弧を角度sangleからeangle迄、色コードcolorで描く。

fcntl＝０円弧

＝１円弧に中心から開始点まで直線で結ぶ。

＝２円弧に中心から終了点で結ぶ。

＝３扇形

参照：setPEsetLineType

４．２．７intwEllipticarc（doublex,doubley,doublerx,doublery,doublesangle,double
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eangle,intcolor,intfcntl）

（x,ｙ)を中心、ｘ半径ｒｘ，ｙ楕円弧を角度sangleからeangle迄、色コードcolorで描く。

fcntlはｗＡｒｃを参照。参照：setPEsetLineType

４．２．８intwEllipse（doublex,doubley,doublerx,doublery,intcolor,intfcntl）

（xｂｙ)を中心、ｘ半径ｒｘｂｙ半径ｒｙの楕円を色コードcolorで描く。fcntlはｗＡｒｃを参

照。

参照：setPEsetLineType

４．３描画属性の制御

図形表示の際に表示属性を変更することが出来る。

４．３．１カラー属性

intsetVectorColor（intcolor）以降の表示色を指定する。

intgetVectorColor（void）現在の表示色を得る。

参照：表4.1

４．３．２線種属性

intsetLineType（inttype）以降の表示線種を指定する。

intgetLineType（void）現在の表示線種を得る。

参照：表4.2

表４．２ＬｉｎｅＴｙｐｅ表４．１CoIorCode

ｃｏｌｏｒ Ｃｏｄｅ コード

ｂｌａｃｋ

ｂｌｕｅ

ｇｒｅｅｎ

■

ｃｌａｎ

】、

ｍａｇｅｎｔａ

ｙｅｌｌｏｗ

ｗｈｉｔｅ

４．３．３ペイント方式

intsetPF（intpf）以降のペイント方式を指定する。

intgetPF（void）現在のペイント方式を得る。

参照：表4.3

－１３６－

ｃｏｌｏｒ Ｃｏｄｅ

bｌａｃｋ 0

bｌｕｅ １

gｒｅｅｎ ２

ｃｌａｎ ３

rｅｄ ４

ｍａｇｅｎｔａ ５

`、ｙｅｌｌｏｗ ６

ｗｈｉｔｅ
▲

７

独種 記号 コード

実線 0

短点線 LIPshortdot １

長点線 LTP-bngdot ２

長破線 IﾉTP-Iongbrokcn ３

短破線 LTPshortbrokcn ４

1点鎖線 LﾉTPch2inl ５

２点鎖線 LrPchHin2 ６

セルパターン ＬＩＰｃｅｌｌ ７



表４．３PaintFormat

ペイント方式 コート

オーバー ＰＦｏｖｃｒ

ミックス

ＰＦｕｎｄｃｒ

コンブＩメン ＰＦｃｏｍｐ

PF-rcpI

４．３．４ユーザー定義パターン

intsetUserPattern（intpattern）ユーザー定義パターンを指定する。

intgetUserPattern（void）現在のユーザー定義パターンを得る。

４．３．５ＶＦパラメータ

各コマンドにより意味が異なる。

intsetVF（intvaDVFパラメータを設定する。

intgetVF（void）現在のＶＦパラメータを得る。

４．４ピクセルアクセス

フレームバッファのピクセル単位の読み書きを行う。

４．４．lintwPutPixel（doublex,doubley,intcolor,intfunc）

intwGetPixel（doublex,doubley）

intvPutPixel（ｉｎｔｘ,ｉｎｔｙ,intcolor,intfunc）

intvGetPixel（intx,inty）

（x,ｙ)のピクセルデータを得る。（GetPixel）

（x,ｙ)のピクセルを色コードcolorで書き換える。（PutPixeD

func＝０置換する。

＝１元のデータの論理否定をとる。（colorは使用されない）

＝２元のデータとの論理積をとる。

＝３元のデータとの論理和をとる。

＝４元のデータとの排他的論理和をとる。

４．５ペイント

閉領域を形成する線分が複雑すぎる場合には処理を中止する。本ドラ

扱いしているため境界色が黒色かそれ以外かで区別する必要がある。ぺ

は表4.3を参照。

４．５．lintwPaint（doublex,doubley,intcolor,intedgecolor）

本ドライバでは黒色を特別

る。ペイント方式について

（x,ｙ)を含む色edgecolorで囲まれた領域を色コードcolorで塗りつぶす。ペイント方式は

オーバーである。境界色edgecolorは０（Black)以外とする。

４．５．２intwPaintBack（doublex,doubley,intcolor）

(x,ｙ)を含む黒色以外で囲まれた領域を色コードcolorで塗りつぶす。種々のペイント方式、

－１３７－

ペイント方式 描画方法 記号 コード

オーバー パターン中１は指定色で、Ｏは元の画面 PＦｏｖｅｒ ０

ミックス
パターン中１は元の色と指定色の混合色で、

０は元の画面
PＦｍｉｘ １

アンダ゛_
パターン中１で元がＯの部分のみ指定色で表

丁；
PFunder ２

コンプリメント
パターン中１の部分|こ対応する元の画面のＯ、

１を入れ換える
ＰＦ ｃｏｍｐ ３

リプレース パターン中１は指定色で、Ｏは黒色で表示 PF-rcpl ４



ペイントパターンを選択できる。

参照：setShadeAsetlmageFill

４．５．３intwRepaint（doublex,doubley）

（x,ｙ)を含む黒色で囲まれた領域を色コードcolorで塗りつぶす。ペイントの色、ペイン

ト方式、ペイントパターンをあらかじめ設定しておく。

参照：setShadeAsetlmageFill

４．５．４intwPaint2（doublex,doubley,intcolor,intedecolor）

（x,ｙ)を含む色edgecolorで囲まれた領域を色コードcolorで塗りつぶす。ペイント方式は

リプレースのみである。この場合には境界色に制限はない。

４．６ペイント表示属性の制御

以下の機能はペイント関数のうちwPaintBackwRepaintで使用できる。

４．６．lsetShadeA（intpf,intcolor,intpptn）

ｐｆペイント方式（表4.3）

colorペイントカラー（表4.1）

ppt、ペイントパターンコード（Ox2qOxlA，others）

４．６．２setlmageFill（intcolor）

ペイントパターンタイルとして均一な色タイルを使用する。setShadeAのペイントパター

ンコードOxlAとして参照することが出来る。

４．６．３setlmagel（intpfintcolor,Char＊datap）

ｐｆペイント方式（表4.3）

colorペイントカラー（表4.1）

datap８バイト長のデータ領域へのポインタ

datapでポイントされる８バイトを８＊８ビットパターンとみなして、これをペイントパター

ンタイルとして使用する。setShadeAのペイントパターンコードOxlAとして参照すること

が出来る。

４．７シェイデイング

４．７．lintwFilledBox（doublexO,doubleyO,doublexl,doubleyLintcolor）

intvFilledBox（intxO,intyO,intxLintyl,intcolor）

２点(xO,ｙＯ)，（ｘＬｙｌ)を対角線とする長方形を色コードcolorで埋める。

パラメータＶＦ＝０枠線なし

＝１枠線あり

参照：setVEsetPEsetLineType

４．７．２intwBoxClear（doublexO,doubleyO,doublexLdoubleyl）

intvBoxClear（intxO,intyqintxl,intyl）

２点(xO,ｙＯ)，（ｘＬｙｌ)を対角線とする長方形内部を消去する。

４．８文字表示

グラフィックプレーンに文字を表示する｡表示される文字の大きさは24＊２４ドットである。

４．８．lintvcharacter（intx,inty,intlengchar＊str）

座標(x,ｙ)を左下端として水平方向に文字を表示する。

－１３８－



４．８．２intvcharacter（intx,inty,intiengchar＊str）

座標(x,ｙ)を最初の文字の左下端として垂直方向に文字を表示する。

４．９文字表示属性の制御

４．９．lintsetChrPF（intpf）水平表示文字のペイント形式を設定する。

intgetChrPF（void）現在の水平表示文字のペイント形式を得る。

４．９．２intsetChrColor（intcolor）水平表示文字の色を設定する。

intgetChrColor（void）現在の水平表示文字の色を得る。

４．９．３intsetChrScale（intscalc）水平表示文字の大きさを設定する。

intgetChrScale（void）現在の水平表示文字の大きさを得る。

scale＝０，１，２１倍，４倍，ｌ/4倍

ｌ/4倍は半角コードのみ。

４．９．４intsetChrRotate（intangle）水平表示文字の回転を設定する。

intgetChrRotate（void）現在の水平表示文字の回転角を得る。

angle＝０，１，２０度，９０度，-90度

４．９．５intsetVChrPF（intpf）垂直表示文字のペイント形式を設定する。

intgetVChrPF（void）現在の垂直表示文字のペイント形成を得る。

４．９．６intsetVChrColor（intcolor）垂直表示文字の色を設定する。

intgetVChrColor（void）現在の垂直表示文字の色を得る。

４．９．７intsetVChrScale（intscale）垂直表示文字の大きさを設定する。

intgetVChrScale（void）現在の垂直表示文字の大きさを得る。

scale＝０，１，２１倍，４倍，ｌ/4倍

ｌ/4倍は半角コードのみ。

４．９．８intsetVChrRotate（intangle）垂直表示文字の回転角を設定する。

intgetVChrRotate（void）現在の垂直表示文字の回転角を得る。

angle＝０，１，２０度，９０度，-90度

４．１０座標系

物理座標、論理座標、ワールド座標間の変換を行う。

４．１０．１intsetViewPort（intxlLintyll,doublexrh,doubleyrh）

物理座標の左下(xlLyll）と右上(xrh,yrh)を描画範囲とする。論理座標は物理座標とおな

じである。

４．１０．２intsetWorld（doublexlLdoubleylLdoublexrh,doubleyrh）

setViewPortで決めた描画範囲をワールド座標の左下(xlLyll）と右上(xrh,yrh)に射影す

る。

４．１０．３doublegetAspect（void）

描画範囲のアスペクト比を求める。

４．１１その他

４．lLlintgfrmclr（void）

グラフィック画面の消去。グラフィックパラメータも初期化される。

－１３９－



５結論

開発したグラフィックＣ関数は現在、工学部において実験・実習、演習、卒業研究に使用

されている。グラフィカル表現は、結果の見通しが良くなるだけでなく、学生の興味を引き

付けるにも一定の効果を挙げている。

今後の課題としては

（１）処理速度の向上

一部の低レベルルーチンはアセンブラで書き換えて、最適化を図っているが、一層の改善

のためにはコプロセッサの導入も考慮する必要がある。

（２）他言語とのリンク

グラフィック機能の必要性は他の言語、例えばFortran,Pascal等についても同様であろ

うから、これらとのリンクが出来ることが望ましい。これは、パラメータの受渡し方法の違

いを調整するだけで対応できると思われる。

（３）グラフィック端末化

メイン・コンピュータとの交信が可能であるので、本機をグラフィック端末として、使用

することが可能である。

今後これらの点を勘案しながら機能の充実を図って行く予定である。

なお、本研究は平成２年度大阪産業大学産業研究所の特別研究費の助成を受けて行われた

<)のです。
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